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斎 藤 清
［著書1
1） 斎藤清二． 山田 富 久． 本山方子（共編著）：
インタビューと いう実践（質的心理学フォー
ラム選書1）. 新曜社， 東京＇ pl-188 .  (2014,3) 
2） 斎藤清二：関係性の医療学 一ナラテイプ・ベ
イスト・ メ ディスン論考 ．ー 遠見書房. pl・
261. (2014.6) 
3） 斎藤清二：ナースのためのナラエピ医療学入
門． 日本看護協会 出版会 Pl-260, (2014.9) 
【論文1
1 )  Saito S: Dream Narratives in Patients with 
Eating Disorders. Archives of Sandplay 
Therapy. 27(1):75・90. 2014. 
2） 斎藤清二：ナラテイプ ・ ベイスト・ メディス
ン再論． 学閣の臨床研究 13(1):1-10, 2014. 
［学会、 研究会等における学術語演1
1） 斎藤清二：発達障がい大学生への支援経験
から見える子どもの不登校． 第5回日本小
児心身医学会 関東甲信越地方会 （教育講演）
2014.03. 16，新潟市．
2） 斎藤清二：機能 性消化器障害診療の実際ー
Narrative Based Medicine (NBM）の観点、か
ら ．ー 第50回信越支部生涯教育講演会 （教
育講演）, 2014. 06,08 新潟市 ．
3 ） 斎藤清二：医療 におけるナラテイプ・ アプ
ローチーより良い コミュニケー ションのため
に 一． 第24回日本顎変形症学会 総会（教育
講演）, 2014. 06,11福岡 市 ．
4） 斎藤清二；ナラテイプ ・ アプローチによる発
達障がい大学生支援ー グレイゾー ンASD大
学生へのマルチチャンネル支援を通じて ．ー
日本心理臨床学会第33回秋季大会， 大会シ
ンポジウム（事例研究A), 2014. 08 . 25 ，横浜市
5 ） 斎藤清二：臨床心 理・対人援助としての
NBMとEBM. 対人援助学会第6回大会 （教
育講演） 2014. 11.08， 京都市．
6） 斎藤清二：医 療 におけるナラテイプ・ ア プ
ローチの重層住. Philosophy of Psychiatry & 
Psychology 研究会（教育講演）. 2014. 12.28 （東
京都）
｛その他の筒演等】
1 ） 斎藤清二：医療におけるナラティプ・ アプ
ロ｝チ． キャンサー・サパイパー シップ
フォーラム 患ー者の意志決定を支えるための
グッド・ コミュニケー ション ＇ー 2014. 3. 1. 
14 
東京都．
2）斎藤清二：ナラティプで医療は どこまで変わ
るのか？ ． 第2 回ナラテイプ・ コ ロキウムー
対人援助におけるナラティプー， 2014.3. 21. 
東京都
3 ）斎藤消ニ：「健康に よ いJ とは どう いう
こ とか？ 平 成 26年度南砺 市緑の里講座．
2014.5.29 . 南砺市．
4 ）斎藤清二：大学安全衛生管理とメンタルヘル
スー最近の話題からー． 平 成 26年度東海・
北陸地区国 立大学法人等安全衛生担当者連絡
会， 20 14.6 .26， 富山市．
5）斎藤消二：医療におけるナラティプ・ ア プ
ローチ． 第3 回 親、 教師、 言語聴覚士のた
めの吃音講習会. 2014. 08.02， 金沢市．
6 ）斎藤清二：障が い 学生支援の現状と未来． 福
井大学学生支援シンポジウム . 2014. 09. 17 .  
福井市．
7）斎藤消ニ：；看護におけるエピ デンスとナラ
テイプを巡って . 2014年度全国看護セミナ
一一看 護現場でナラティプな視点を活かすた
めにー 2014 .09. 20 . 大阪市．
8 ）斎藤清二：医療におけるナラティプ・ ア プ
ロ チー． 岩手医科大学 医学部・歯学部・ 薬
学部 3学部合同特別講義 ，2014 .9 .26，盛岡市．
9 ）斎藤清二：障が い 学生支援の現状と未来 ． 第
3回岩手医科大学金学教育推進機構FD講習
会 2014. 09. 26 .盛岡市
1 0）斎藤清二 ： 看 護におけるエピデンスとナラ
ティプを巡って. 2 014年度全国 看 護セミナ
一一看 護現場でナラテイプな視点、を活かすた
めにー2014. 11. 15， 宮崎市．
11 ）斎藤消二：発達障が い大学生へのナラテイ
プ・アプローチに よる支援ーグレ ゾーーン事
例を中心にへ このはな児童学研究所ワーク
ショップ . 2014. 11. 02，東京都．
12）斎藤消二：発達障が いのある学生への支援体
制整備とその問題点． 平 成 26年度 全国障害
学生支援セミナ 「ー体制整備支援セミナーJ.
2014 .11. 05， 仙台市．
1 幻斎藤清二：発達障が いのある学生への支援体
制整備とその問題点． 平 成 26年度 全国障害
学生支援セミナー「体制整備支援セミナーJ.
2014.11. 10 . 札幌市．
14 ）斎藤清二：個別面談における対話技法の “見
える化” ． 平 成 26 年度 専門テーマ別障害学
生支援セミナー. 2014. 12. 04. 富山市．
平成26 年度 （ H26.l . l ・H26.12.3l ) 研究業績 15 
西 村 優紀美
［著書1
1）西村優紀美 （ 2014）大学における発達障害を
持つ学生の支援と課題． 増田健太郎・ 辻井正
次 臨床心理学8 2,14(4）一学校教育と発達障
害． 金剛出版. 500·日9.
2）西村優紀美 （ 2014）進学を目指す高校生への
情報提供（2) .高橋知音編． 発達障害のある
人の大学進学． 金子舎房. 56・75.
3）西村優紀美（2014）発逮障害のある大学生の
就職．発達教育 2014.4. 公益社団法人発達協
会 28・29.
［学会、 研究会等における学術情演］
1）西村優紀美：発達障害のある学生に対する支
援について． 福井県立大学F D · S D研修会
2014. 1.29. 福井
2）西村優紀美： 発逮障害大学生に対する社会
参入支援を支える 合理的配慮の探求． 日本
学生支援機構主催専門テーマ別セミナー．
20 14. 2.7.東京．
3）西村優紀美：発逮障害大学生に対する理解と
支援～特 性に対応した学生相談． 弘前大学F
D · S D研修会 . 2014 .2. 17.背森．
4）西村優紀美：発達障害学生への支援 一社会と
「ツナグ」～． 大学コンソーシアム京都主催
第19回F D フォーラム. 201 4.2.23. 京都．
5）西村優紀美：発逮障害のある 学生の理解
と支援． 石 川県立工業高 等専門学校F D .  
2·14.3.10.石川．
6）西村優紀美：発遺障害者支援の今～高等教育
機関における支援の現状から～． 平 成 26年
度石川県特別支援教育研究会. 2014. 520. 石
JI I. 
7）西村優紀美：大学入学前から 学修・就職まで
のシー ムレス支援の実際． 地域科学研究会高
等教育情報センター 主催セミナー . 2014.5.29.
東京．
8）西村優紀美：発達障がいが疑われる学生への
対応方法． 滋賀県立大学. 2014. 6.9.滋賀．
9）西村優紀美：発達障がいのある学生に対する
支援の在り方. 2014年度西南学院大学学生
相談室 主催教職員研修会2014. 6. 18 . 福岡
10）西村優紀美：大学における発達障害のある学
生への支援の現状． 京都大学バリアフリーシ
ンポジウム 2014. 201 4.6. 21 .京都．
11）西村優紀美：いじめ・不受校児童生徒に対す
る対応の在り方． 平成 2 6 年度若手教員研修
（初任者研修 会）「危機管理J . 2014.7 .10.富山．
1 2）西村優紀美：発達障がいのある学生に対 す
る教育方法と支援. 2014年 日本建築学会
ユーザーオリエン ティドデザイン小委員
会. 201 4.7.1 2. 東京．
13）西村優紀美：障害のある児童生徒の実態把握
の方法と実際 平 成 26年度特別支援学級等
新任担当教員研修会. 2014.8. 5.富山．
14）西村優紀美：ちょっと気になる子どもた
ち． 平 成 26年度 小松市 特別支援教育講座．
201 4.8.19.石川．
15）西村優紀美：子どもの将来を見据え、 学校が
今 しなければならないこと、 つけたい力につ
いての理解と支援の在り方を学ぶ． 平成26
年度高 岡 市 教育センタ一発達障害理解研修
会. 201 4.8.20.富山．
16）知名背子、 武海友広、 向後礼子、 望月葉子、
西村優紀美：発逮障害者の感情認知の特 性評
価とコミュニケーション上の謀題の検討～F
&T感情識別検査を用いた調査結果から～．
日本発達障害学会第49回研究大会自主シン
ポジウム2014.8. 24.宮城．
17）西村優紀美：発達障害のある学生支援の実際．
特別支援学校のセンター的機能充実事業「発
達障害のある方の進学・就労について考え
るJ. 201 4.8. 27. 石川．
18）西村優紀美、 水野灘、 斎藤清二、 桶谷文哲、
日下部貴史、 松原美砂：発達障がい大学生に
対する修 学支援～実験・実習支援を中心に
1 6  
～． 第52回全国大学保健管理研究集会ポス
ター発表. 2014.9 . 3 .東京．
19） 西村優紀美：発達障害の特 性と学修保障．
第63回九州地区大学一般教育研究協議会．
201 4. 9 . 5. 福岡
20） 西村優紀美：高等教育段階 における発達障が
い学生への支援． 中国学園大学 ・中国短期大
学F D研修会. 2014. 9 息福岡
21） 西村優紀美：発達障害学生 に対する包括的支
援～支援の留意点や配慮内容～． 福井工業大
学F D研修会. 2014.10.18.福井．
22） 西村優紀美：学び にくさの背景 に あ るもの
～高機能発達障がいの理解を手がかり に～．
出雲高校P T A研修部主催P T A研修会．
2014.11 . l . 島根．
23 ） 西村優紀美、 桶谷文哲、 水野薫、 日 下部貴
史、 梅永雄二：発達障がい大学生 に対する就
職支援 ガイド～修学支援から就職支援へのリ
ンケージ～． 一般社団法人日本L D学会 第
23回大会自主シンポジウム . 2014.11. 23.大
阪
24） 西村優紀美：発達障がいのある高校生への支
援． 星稜国際高等学校 富山学習センター
不登校・ 発 達 障 が い 理 解啓発セ ミ ナ ー．
2014.1 . 29 .富山．
25） 西村優紀美：発達障がい大学生のセル フ・ ア
ウェアネスを育てる～公的資格取得を目指す
専門分野 における支援を中心 に～． 日本学生
支援機構平 成 26年度専門テーマ別障がい学
生支援セミナー基調講演. 201 4.12ι 富山．
平成26年度 （ H26.l.l- H26.12.31） 研究業績 17 
竹 漂 みどり
［箇文1
1）竹津みどり 2014 高齢者における将来の在
宅介護サービス利用に対する不安・抵抗感：
世帯構成と の関連から 学園の臨床研究，
13. 17·26. 
［学会発表1
1）竹津みどり・松井めぐみ 2014 情報通信技
術を用いた交際相手からの暴力 における排他
性の影響 日本心理学会第78回大会， l PM·
1·09. 
2 ）宇井美代子・宮前淳子・竹津みどり・寺島
撞・松井めぐみ 2014 デートDV の実態 の
検討（9）恋人 との関係における否定的側面の
男女差 日本心理学会第78回大会， 2EV·2·
048. 
3）松井めぐみ・寺島瞳・竹津みどり・宮前淳
子 ・宇井美代子 2014 デートDV の実態の
検討（ 10）恋人 との関係における否定的行為の
理由推測 の男女差 日本心理学会第78回大
会. 2EV·2・050.
4 ） 竹i事みどり・松井めぐみ 2014 情報通信技
術を用いた交際相手から の暴力：デモ グラ
フイツク要因との関連 日本ヒューマン・ケ
ア心理学会第16回大会， 72 .
［競演その他1
1 ）竹漕みどり デートDV を知っていま すか？
富山大 学 理 学 部新入生対象セミ ナ ー
2014.10.22. 
18 
杉谷キャンパス
教 授（併 ） 北島 勲 Isao K itajima 
准 教 授 松 井 祥子 Shoko Matsui 
看－ 護 師 高倉 一恵 Kazue Takalrura 
看 護 師（非常勤 ） 野口 寿 美 H i  to mi Noguchi 
臨 床 心 理 士 酒 井 渉 Wataru Sakai 
臨床心理士（非常勤 ） 佐野 隆子 Takako Sano 
｛著 書1
1) Matsui  S, Notohara K ,  Waseda Y .  
Patho logical finding of IgG 4-related lung 
disease. Umehara H, Okazaki Y, Stone 
JH, Kawa S, Kawano M, editors. Tokyo: 
Springer; 2 01 4. IgG 4・related disease; p l63・
168. 
2）松井祥子. IgG4関連腎臓病のすべて． 斎藤
喬雄 ， 西 慎一編集． 東京：南江堂；2014.
胸部；病変；pl l 3・1 17 .
3）松井祥子全身性疾患の肺病変杉山幸比古
編集． 大阪： 最新医学社；2014. IgG 4関連
疾患の肺病変；pll 9-125 .
｛原 著1
1 ) Mizushima I, Inoue D, Motohisa Yamamoto 
M, Yama�a K, Takako Saeki T, Ubara Y, 
Matsui S, Masaki Y, Wada T, Kasashima 
S, Harada K, Takahashi H, Notohara K, 
Nakanuma Y, Umehara H, Yamagishi 
M and Kawano M. Clinical course after 
corticosteroid therapy in lgG 4-related 
aortitis/periaortitis and periarteritis: a 
retrospective multicenter study. Arthritis 
research & Therapy. 2 014; 16: Rl56. 
2) Inomata M, Hayashi R ,  Tokui K, Taka 
C, Okazawa S, Kambara K, Ichikawa T, 
Suzuki K, Yamada T, Miwa To, Kashii 
T, Matsui S, and Tobe K. The utility of 
Palliative Prognostic Index for patients 
with lung cancer. Med Oncol. 2 01 4; 31: 15 4. 
3) Inomata M, Hayashi R, Tokui K, Taka 
C, Okazawa S, Kambara K, Ichikawa T, 
Suzuki K, Yamada T, Miwa To, Kashii 
T, Matsui S, and Tobe K .  Outcome and 
prognostic factors in patients with small 
cell lung cancer who receive third-line 
chemotherapy. 'fumori. 2 014; 100: 507-511. 
4）高倉一恵，松井祥子，野口 寿美，島木 賞久
子， 佐野隆子，酒井 渉 ，北島 勲．風疹抗
体価の動向． 学園の臨床研究 . 2014 : 13 : 1 1・
15. 
5）三原 弘， 岡津成祐，和田暁法，松井祥子，梶
波康二． 第2回腹部救急診 療トレーニン グ
コース(AbdEMeT）の概要と評価結果． 日内
会 誌. 2014 ; 103 : 983-986. 
｛症例報告1
1）猪又峰彦， 林龍二． 徳、井宏太郎， 岡j宰成祐，
高千紘． 神原健太， 鈴木健介． 山田徹 ， 三
輪敏郎， 松井祥子， 菓子井達彦， 戸港一之
E GFR遺伝子変異除性・ 不明の未治療高齢
者 非扇平上皮肺癌 に対するペントレキセド単
剤療法の施行経験 . Jpn Cancer Chem other. 
2 014Jul ; 41（η；斜9・52.
［学会報告1
1 ) Matsui  S, Yamamoto H, Handa T, 
Minamoto S, Waseda Y, Mishima M, 
Kubo K .  Proposal for diagnostic criteria 
for IgG4-related respiratory disease . The 
2nd International Symposium on IgG4& 
平成26年度 （ H26.l.l・H鉛.12.31 ） 研究業績 19 
Related Disease; 2014 Febl6・19; Hawaii. 
2) Matsui S，’Ibk山K,Okazawa S, Kambara K, 
lnomata M, Suzuki K, Ya皿ada T, Miwa’R 
Hayashi R, Tobe K. Allergic manifestations 
in lgG4·related d i s e a s e .  A T S  2 014 
International Conference; 2 014 May 17・21;
San Diego. 
3) Okazawa S, Matsui S, Tokui K, Kambara 
K, Inomata M, Suzuki K, Yamada T, 
Miwa T, H a yashi R，’faki H, Tobe K, 
Hayashi S. Autopsy case report of non· 
small cell lung carcinoma associated 
multicentric reticulohistiocytosis. ATS 2 014 
International Conference; 2 014 May 16・21;
S釦Diego.
4 ) Waseda Y, Matsui S, Yamada K, Watanabe 
S, ltho K, Matsunuma R, Takato H, 
Kawano M, Kasahara K. Evaluation of 
Lung Lesions in LATY136F Mutant Mice 
～Are They recognized as the models of 
IgG4 related lung disease？～. ERS annual 
congress 2 014; 2 014 Sep 6・1 0; Munich. oto. 
5）篠田晃一郎． 朴木博幸． 津田玲奈， 山口智
史， 小 尾麻衣子， 松井 篤， 松井祥子， 多喜
博文， 戸遁一之． 抗アミノアシル tRNA 合成
酵素抗体陽性間質性肺疾患の診断と治療にお
けるKL-6の有用性の検討． 第 58回日本リウ
マチ学会総会・学術集会：2014Apr 24・26;
東京．
6） 中村拓路． 正木康史． 山本元久， 松井祥子．
佐伯敬子． 折口智樹． 平田信太郎， 佐藤智美．
岩男 悠． 中島章夫． 梅原久範. IgG4関連
涙腺炎・唾液腺炎（いわゆるミクリッツ病
を含む） とその疑い症例における、 IgG4関
連包括診断基準（厚生労働省、 2 011年 ） お
よび IgG4関連ミクリッツ病診断基準 （日本
シェ グーレン症候群研究会、200 8年） の感度、
特異度の多施政共同後方視的検証． 第 5 8回
日本リウマチ学会総会・学術集会；2 014Apr
24-26：東京
7） 正木政史， 松井祥子川野充弘， 佐伯敬子．
坪井洋人，宮下賜一郎，平田信太郎．折口智樹．
土橋浩章. IgG4関連疾患に対するステロイ
ド治療の多施設共同前方視研究． 第58回日
本リウマチ学会総会・学術集会；2014 Apr 
24-26：東京．
8 ） 水島伊知郎， 山田和 徳． 山本元久， 佐伯敬
子． 乳原啓文， 松井祥子， 正木康史， 和田隆
志， 梅原久範， 川野充弘. lgG4関連動脈周
閉炎の臨床経過に関する多施設共同後方視的
研究． 筋肉同日本リウマチ学会総会・学術
集会；2 014Apr 24・26；東京
9） 大平徹郎． 早稲田優子． 各務 博， 岡津成祐．
松井祥子． 岡崎彰仁． 藤本由貴， 森川美羽．
塩崎晃平． 北陸4県における呼吸器内科勤務
医の現状調査～JRS北陸支部医師支援ワー
キンググループ報告～． 第54回日本呼吸器
学会学術講演会；2014Apr 25-27；大阪
10 ） 中村真司． 間滞成祐 ， 二日 市有花． 中川貴美
子． 徳井宏太郎． 神原健太猪又峰彦， 鈴木
健介， 山田 微． 三輪敏郎， 林 龍二． 芦津
信之， 山本普裕， 土岐善紀， 菓子井達彦． 松
井祥子， 戸遁一之． 外科的処置を要した急性
肺アスペlレギルス症の1例． 第 54 回日本呼吸
器学会学術講演会；2014Apr 25・27；大阪
11）猪又峰彦． 下川一生． 徳井宏太郎． 岡津成祐，
神原健太， 鈴木健介， 山田 徹， 三輪敏郎，
松井祥子． 林 龍二， 戸遁一之， 野村邦紀．
菓子井 逮彦． 低用量刈る母プラ陳併用放射線
化学療法を施行した高齢者 非詳細ボウガンの
2症例． 第72回呼吸器合同北陸地方会；2014
May 31 Jun l；金沢
1 2） 岡湾成祐． 高 千紘． 下川一生， 徳井宏太
郎， 神原健太． 猪又峰彦， 鈴木健介 ， 山田
徹． 三輪敏郎． 林 龍二， 戸謹一之． 松井祥
子． 富山呼吸器講習会2013X'masの開催報
告 と改良点． 第72回呼吸器合同北陸地方会；
2 014 May 31-Jun l；金沢
13） 中川賞奨子， 岡i畢成祐， 高 千鉱， 下JI I一生．
徳井宏太郎 ， 神原健太，猪又峰彦， 鈴木健介，
20 
山田 徹， 三輪敏郎． 林 龍二， 戸遁一之，
松井祥子， 芦津信之， 山本善裕， 梶浦新也 ．
腹腔内感染症に投与したメロベネ ムによる無
頼粒球症のl例． 第72回呼吸器合同北陸地方
会；2014 May 31・ Jun l；金沢
14）猪又峰彦． 徳井宏太郎， 下川 一生， 岡津成祐，
神原健太， 山田徹， 三輪敏郎． 松井祥子． 林
龍二， 戸遁一之， 菓子井 達彦． 肺癌症例にお
けるPal lia tive prognos tic indexの有用性に
関する 検討． 第69回日本肺癌学会北陸支部
会；2014 Jul 12；金沢．
15） 徳井宏太郎， 下川 一生． 岡津成祐． 神原健太，
猪又峰彦， 山田徹， 三輪敏郎， 松井祥子， 林
龍二， 戸港一之， 菓子井 達彦． トルパ プタン
により コントロールし得た小細胞肺舗に合併
したSIADHの一例． 第69回日本肺癌学会北
陸支部会；20 14 Ju l 12 ；金沢．
1 6） 松井祥子． 高倉一恵， 野口寿美， 北島 勲．
入学後の麻疹・風疹抗体価の推移． 第52回
全国保健管理集会；2014Sep t 3-4；東京
17）松井祥子，山本 洋，源 誠二郎，早稲田優子．
半田知宏． 三嶋理晃， 久保恵嗣. IgG4関連
呼吸器疾患の診断基準． 第23回日本シェー
グレン症候群学会学術集会；2014 Sep 12・
1 3；長崎．
18） 山田和 徳， 早稲田優子， 塚雅彦， 渡辺知志，
伊藤清亮， 林龍二， 川野充弘 松井祥子．
IgG4関連疾 患モデルマウスの確立～ La t
Y l 36F knock-inマウスの肺病変の 解析～．
第23回日本 シェー グレン症候群学会学術集
会；2014Sep 12・13；長崎．
19） 山本 洋． 安 尾将法， 堀内俊道． 演 峰幸，
市山崇史， 立石一成， 小林信光， 牛木淳人，
漆畑一寿， 花岡正幸， 久保恵嗣， 川 上 聡，
吉津明彦， 浜野英明， Jll 茂幸， 松井祥子．
IgG4関連疾患の呼吸器病変とBAI，液中サイ
トカイン濃度ーサル コイドーシスとの比較
－． 第34回日本サルコイドー シス／肉芽腫性
疾患学会；20 14 Nov 1-2；新潟．
20）吉田 雅， 猪又峰彦， 下川 一生， 徳井宏太
郎， 岡津成祐． 神原健太， 山田 徹， 三輪敏
郎， 林 龍二， 戸遺一之， 菓子井 達彦， 松井
祥子． 当科における シス プラチン＋ピノレル
ピンによる術後補助化学療法の施行経験のま
とめ． 第73回呼吸器合同北陸地方会；2014
Nov8・9；福井
21） 徳井宏太郎， 下川一生， 岡j畢成祐， 神原健
太． 猪又峰彦． 山田 徹， 三輪敏郎， 松井祥
子， 林 龍二． 戸謹一之. 30年以上の経過
で肺性心を呈した多臓器型ランゲルハンス細
胞組織球症の1例． 第73回呼吸器合同北陸地
方会；2014 Nov 8・9；福井．
［その他1
1 ）高倉一恵，松井祥子， 野口寿美， 島木貴久子，
佐野隆子， 酒井 渉． 北島 勲． 医薬系キャ
ンパスにおける風疹抗体価の動向 . Camp us 
Heal th . 2014; 5 1  : 2 62・264.
2）松井祥子 . IgG4関連呼吸器疾患の診断基準．
厚生労働科学研究難治性疾患克服研究事業
「IgG4関連疾患に関する調査研究」 第1回班
会議 ；2014 ; Feb 16・19; Hawaii. 
3 ） 松井祥子. IgG4関連呼吸器疾患と最近の話
題． 第30 3回東海胸部 疾患研究会；20 14 Ma r 
28 ；名古屋．
4 ）松井祥子. No smoking camp us プロジ、エク
トメンバー養成研修会；富 山県厚生課；2014
May 30；富 山
5）松井祥子タバ コと健康． 青少年健康づくり
支援事業 早月中学校；20 14 Jul 11；富 山．
6 ）松井祥子喫煙・飲酒・ 薬物乱用と健康 ． 青
少年健康づくり支援事業 舟橋小学校；2014
Oc t3；富山．
7 ） 松井祥子. IgG4関連疾患包括診断基準の検
証～臓器腫大の定義～臨床の立場から（内
科）． 第7回 IgG4研究会；20日Ma r2；岡 山．
平成26年度（H26.l.l・H26.12.31）研究業績 21 
高岡キャンパス
支所長（併 任 ）
内科医（准教授）
看 護 師
臨床心理士（非常勤）
精神保健福祉士（非常勤）
臨床心理士（非常勤）
立浪 勝 Masaru Tachinami 
中川 圭子 Keiko Nakagawa 
宮田 留美 Rumi Miyata 
柴野 泰子 Yasuko Shibano 
橋本 順子 Junko Hashimoto 
大浦 暢子 Nobuko Oura 
中 川 圭 子
［原著1
1 ) Nakagawa K, Hirai T, Ohara K, Fukuda N, 
Numa S, Taguchi Y, Dougu N, Takashima 
S, Nozawa T, Tanaka K, Inoue H. Impact 
of P ersistent Smoking on Long-term 
Outcomes in Patients with Nonvalvular 
Atrial Fibrillation . J Cardiol 2 01 4  Aug 13 
(Epub ahead of print). 
2) Numa S, Hirai T, Nakagawa K, Ohara 
K, Fukuda N, Nozawa T ,  I noue  H. 
Hyperuricemia and transesophageal 
echocardiographic thromboembolic risk in 
patients with atrial fibrillation at clinically 
low-intermediate risk. Circ J 2 014;78:1600・
5 .  
［学会報告1
1 ) Nakagawa K, Hir出T,Ohara K, Fukuda N, 
Numa S, Inao K, Takashima S, Nozawa T, 
Tanaka K, Inoue H. Comparison of clinical 
background and outcomes before and after 
C HADS2 score i n  patients with atrial 
fibrillation. 第78回日本循環器学会学術集
会，2014,3,2 1・23，東京．
2) Numa S, Hirai T, Nakagawa K, Ohara 
K, Takashima S ,  Taguchi Y ,  Dougu N, 
Nozawa T, Tanaka K, Inoue H. Increased 
serum uric acid level is a predictor of 
thromboembolic risk i n  patients with 
nonvalvular atrial f ibrillation at low­
moderate risk. 第78回日本循環器学会学術
集会，2014,3,21・23，東京．
｛その他1
1 ） 中 川圭子：fタバコの害と禁煙Jについ て．太
間山小学校，2014,2,6，射水．
2 ） 中川圭子：健診結果を生かして体と心の健康
管理．安全衛生講習会，2 014,2, 12，富山．
3 ）中川圭子：県民カレッジ健康アラカ ルト「自
分で 守るからだとこころの健康J. 2 014, 6, 7, 
砺波．
4） 中 川圭子：「タバコの害と禁煙Jに つ い て．
東明小学校，2014,11, 15，射水．
5 ） 中 川圭子：fなごやかj Vol. 27, 20 14, 8月号，
いきいき家族の健康講座 女医さんの診察室
「むくみを解消するJ,Lay企画出版．
